
取組
実績

１）防災エキスパート事務局
■R7年度活動実績（※R8年3月末時点）
＜災害時＞延べ０人
主な活動：活動実績なし

＜平常時＞延べ 618人
主な活動：河川管理者（東北地方整備局各事務所）との、徒歩巡視及び徒歩点検、水防演習・水防講師、危機管理演習、堤防決壊時の緊急シミュ

レーション、意見交換会 ほか

■（公社）全国防災協会が実施する「令和7年度災害復旧及び災害防止事業功労者表彰」（R7.11.10）において下記活動が受賞。
＜全国防災協会では、災害復旧及び災害防止事業に関し、特に功労があった個人、団体に対し功労者表彰を毎年行っています。＞

受賞内容：令和6年7月からの前線に伴う大雨（秋田県・山形県）

【防災エキスパート関連ページURL】
https://www.tohokuck.jp/contents/bousaiex/index.html

認定番号：３４ サポーター名：一般社団法人東北地域づくり協会

実施内容の分類：（６）自治体等との防災協定の締結、避難所としての場所の提供等防災活動への積極的な参加

流域治水オフィシャルサポーター 令和７年度取り組み実績

R7.5.27 堤防徒歩点検の様子
（青森河川国道事務所）

R7.4.21 意見交換会の様子
(仙台河川国道事務所)

R7.7.15 意見交換会の様子
(湯沢河川国道事務所・玉川ダム管理事務所)



取組
実績

２）自治体と連携した流域治水に資する取組と情報発信
公益事業において、流域治水に係る取組を実施する団体等への支援を実施した。

（令和7年度支援事業全28件のうち、流域治水関連事業7件）
※技術開発支援事業全7テーマのうち流域治水関連2テーマ

■事例1「水辺・絆プロジェクト2025」への支援（国土交通省東北地方整備局）
・本プロジェクトは「水辺から地域を元気に」をテーマとして、被災地域の水辺における様々な活動の支援を目的として、令和4 年度よりスタートし、

2025年度は選定委員会(R7.3.12)において18件の事業への支援を決定した。
・2025年度の事業報告会及び意見交換会を開催(R7.12.25)。
※当協会は、公益事業として当該事業を支援するほか、選定委員として参画している。

【関連ページURL】
thr.mlit.go.jp/wwwroot/bumon/b00037/k00290/river-hp/Kasen/mizube-kizuna/mizube-kizuna.html

■事例2「未来の北上川流域を考える自治体連携会議」への支援（北上川水系（北上川上流）流域治水協議会）
・北上川における流域治水の推進や地域振興、流木問題など諸課題の解決等に向けて、流域自治体の連携により、様々な魅力を共有し、市町相互の
発展に資することや課題解決に向かうことで、北上川流域の持続的な発展に繋げることを目的とする。

・①北上川源流の「弓弭(ゆはず)の泉」がある御堂観音（みどうかんのん）現地視察を実施
②北上川ダム統合管理事務所による｢北上川五大ダム｣取組報告

  ③北上川における「流域治水」や「観光交流活性化」をテーマに、各自治体で行っている流域治水の取り組みや、流域市町や市民団体連携による
地域振興の取り組みの重要性等についてのパネルディスカッションを実施。流域10首長及び流域関係者約80名が参加（R7.10.10）

※当協会は、公益事業として当該事業を支援

【関連ページURL】
https://www.thr.mlit.go.jp/iwate/kawa/katudou_torikumi/index.html
【公益事業関連ページURL】

https://www.tohokuck.jp/contents/enterprise/public/index.html

認定番号：３４ サポーター名：一般社団法人東北地域づくり協会

実施内容の分類：（７）その他､流域治水の優良な活動についての周知など流域治水に資すると国土交通省が認める取組

流域治水オフィシャルサポーター 令和７年度取り組み実績

「未来の北上川流域を考える自治体連携」の様子
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